
石綿除去工事に係る事前周知
（近隣説明会等の取組）

石綿飛散防止専門委員会
2014.7.3
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周辺住民への情報開示（アスベスト）

• 住民への説明
– 行政指導
– 条例、指導要綱

• 情報開示
– 公開質問

掲示

• 特定粉じん排出等作業→作業の方法、実施の期間
• 解体等工事の事前調査の結果等の説明

石綿含有建材の有無
アスベスト飛散の対策
石綿除去工事計画の策定

近隣住民からの要求
飛散健康 不安→安心
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○○ビル 既存建物解体工事

ご近隣説明資料

○ ○ 不 動 産 株 式 会 社
○ ○ 特 定 目 的 会 社
○ □ 建 設 株 式 会 社

20○○年○月15日

例-1
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1. 解体建物概要
2. 案内図
3. 解体工事予定表
4. 解体総合仮設計画図
5. 解体工事手順
6. 解体材処理計画

1. 廃棄物事前調査結果（有害物の有無）
2. 廃棄物処理計画（有害物処理）

7. 工事施工について
8. 連絡受付窓口
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1.解体建物概要

建物名称 ○○ビルヂング

建築位置 中央区銀座○丁目○番1

用途 事務所

敷地面積 4,418.20 ㎡

建築面積 2,140.17 ㎡

延べ面積 32,852.82 ㎡

構造 地上：鉄骨造

地下：鉄骨鉄筋コンクリート造

階数 地下2階・地上20階、搭屋１階

高さ 建物高さ 77.3ｍ、最高高さ80.8ｍ
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2.案内図
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3.解体工事予定表

高 層 棟 解 体 工 事

内 装 解 体 工 事

特別 管理 産業廃 棄物 除去

発 生 材 搬 出 処 分

駐 車 施 設 解 体 工 事

低 層 部 解 体 工 事

準 備 工 事

植 栽 撤 去 工 事

▼

作

業

開

始

9 10 11 12

完

了

1091 2 3

▼

87654

重 要 事 項

工 事 別
年　月

重 要 事 項

H17 H18
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4.解体総合仮設計画図（平面）
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4.解体順序1
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4.解体順序2
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4.解体順序3
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4.解体順序4

13

4.解体総合仮設計画図（断面）

800kg

開口部

ガラ落し開口
（EVシャフト）

ガラ落し開口
（EVシャフト）

スラブ補強
強力サポートにて3層

1F車輌動線部分
スラブ補強

油圧破砕機1.2m
低層部先行解体用

3

防音パネル張り

防護構台

250tクローラータワークレーン対応
1F床補強範囲

梁枠
3スパン
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5-1.解体工事手順
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5-2.事前調査
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5-3.解体計画確定
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解体計画の作成

再資源化計画の作成

監督官庁諸手続き実施

解体開始前の標識の設置

関係者の作業計画の周知
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解体作業等における掲示
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5-4.有害物事前除去
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5-5.分別解体
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6-1 廃棄物等事前調査結果
事 前 確 認 含 有 材 場 所

給電停止後
調査

トランス・コンデンサー 地下２階　電気室

〇 ターボ冷凍機３台 地下２階　機械室

〇 蛍光管 各階　照明器具

２階-Ｒ階鉄骨梁・屋根スラブ

事務室　ペリカバー

１階　軒天井

20階　機械室天井

立体駐車場　梁・柱

成型材耐火被服 1階-Ｒ階　鉄骨柱

配管石綿含有保温材 各階　機械室配管

各階　事務室床

各階　ELVﾎｰﾙ床

各階　事務室天井

各階　ELVﾎｰﾙ天井

〇 消火器 ２階　電算室

〇 蓄電池 地下２階　蓄電室

〇 ニッカド電池 各階誘導灯のバッテリー

〇

ハロン

鉛電池

ニカド電池

非飛散性

名 称

ＰＣＢ

アスベスト

吹付け耐火被服

〇飛散性

フロン

水銀

Ｐタイル

岩綿吸音板
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6-1-2 廃棄物位置イメージ図
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6-2.特別管理産業廃棄物の処理の要領
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6-3アスベスト除去の作業フォロー（飛散性）

吹付け石綿(アスベスト）除去の作業フロー
(飛散しやすいもの）

施工区画の隔離養生

集じん・排気装置の設置

吹付け石綿の湿潤化

吹付け石綿の除去

施工区画内の清掃

隔離用養生の撤去

石綿廃棄物の搬出・処理

吹付け石綿の袋詰め

除去完了の確認
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6-4吹付け石綿除去処理の要領図

吹付け石綿(アスベスト）除去の隔離養生(模式図）

吹付け石綿(アスベスト）除去の隔離養生(模式図）

出入口⇒

ＨＥＰＡフィルター付負圧除塵装置

クリーンルーム（洗浄設備)

湿潤化
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6-5石綿湿潤化イメージ
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6-6 アスベスト除去作業フォロー図（非飛散性）
石綿含有建材(内装材）除去の作業フロー
(飛散しにくいもの）

作業周囲の養生の撤去

作業周囲の養生

石綿建材の除去

石綿建材の集積・養生

作業周囲の清掃

石綿建材の搬出・処理

除去完了の確認

湿潤化
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7.工事の要領および安全対策（1）

1.作業時間および作業時間について

①日曜日は休業といたします。

②作業時間は、原則として午前８時より午後６時までといたし

ます。

ただし、上記時間の前後に作業準備・後片付けを行なうこ

とがあります。

③災害時の安全維持作業や、重量物の搬出入、ガス・水道

など諸官庁による指定作業等の場合で、やむを得ず上記

休日や作業時間外に作業を行なう場合には、緊急の場合

を除き事前に掲示等の方法により皆様方へおしらせいたし

ます。
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7.工事の要領および安全対策（2）

2.安全対策および粉じん対策について
①工事現場周囲には、鋼製板・シート等の仮囲いを設け、工
事関係者以外の方が現場内に立ち入ることがないよう管
理し、事故防止に努めます。

②安全対策および粉じん対策のため、既存建物の外周を防
音パネル・防護アミ・シート等で囲い作業を行ないます。

③作業中は散水を充分に行い、粉じんの飛散防止に努めま
す。

④工事に際しましては、ご近隣の建物・構築物などの損傷し
ないよう万全を期しますが、万一工事に起因して損傷が生
じた場合には、協議の上、現状復旧など誠意を持って対応
させていただきます。 なお、本工事着手前に、隣接家屋
などにつきましてご所有者にお立会いいただいたうえ写真
撮影等必要箇所の調査を行い、記録を作成させていただ
きたいと思います。該当の皆様には、別途ご協力をお願い
いたします。 29

7.工事の要領および安全対策（3）

3.騒音・振動について

施工に際しましては、「都民の健康と安全を確保する環境に

関する条例」、その他の関係法規を遵守することはもちろん、

重機選定の際には低層音型の機器を採用するほか、適切な

工法によって騒音・振動の抑制に努めます。
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7.工事の要領および安全対策（4）

4.工事用車両の運行・管理について

①工事用車両の運行につきましては、所轄警察署と協議の

うえその指示指導内容を徹底し、歩行者の安全確保に努

めます。

②工事用車両の出入りに際しましては、適宜交通誘導員を

配置し、工事用車両のほか一般歩行者・通行車両の誘導

をいたします。 特に、園児・学童・生徒の通園・通学時に

は細心の注意を払い、安全対策に努めます。

③一般車両の運行の妨げにならないよう、工事用車両およ

び工事関係者の車両が作業場周辺の道路に違法駐車す

ることがないよう指示徹底いたします。また、ダンプカー等

の大型車両を本工事現場周辺の道路に待機駐車させない

ようにいたします。
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7.工事の要領および安全対策（5）

5.使用道路の維持管理について

本工事現場周辺の道路には、資材等を放置いたしません。

また、道路を土砂等で汚損しないよう配慮いたしますとともに、

汚損した場合には、すみやかに清掃または復旧いたします。

6.現場管理について

工事関係者に対して、風紀・規律・火災防止等の教育・指導を

行い、皆様方にご迷惑を及ぼす事がないよう指導・監督いた

します。
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7.工事の要領および安全対策（6）

7.石綿（アスベスト）の除去について

既存建物には、一部個所に石綿（アスベスト）が使用されてい

ることが既に判明しています。

石綿（アスベスト）の除去に関しては、国・東京都が定める法

令・規則等に従い、専門業者により、飛散防止等万全の安全

対策を講じたうえで除去作業・処分を行ないます。
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8.連絡受付窓口

○○不動産株式会社 都市開発事業本部首都圏事業部

℡ 03-○○○○-○○○○ 担当 ○○・○○

○○建設株式会社 東京支店 建築工事作業所

℡ 03-55○○-○○53 担当○○ ・○○

（現地事務所設置後は改めて連絡先をお伝えいたします。）
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近隣説明
（アスベスト工事）

例-2
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【レベル1 処理フロー】

・ 袋詰め（一重目作業場内、二重目

・ 各種標識の提示 セキュリティーゾーン内）二重梱包

・ セキュリティーゾーンの設置 ・ 作業場内清掃

・ 負圧除塵装置の設置 （ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

・ 粉塵飛散抑制剤吹付機械の設置 ・ 除去面・養生シートに

※「作業前石綿粉塵濃度測定」 粉塵飛散防止剤を吹付け

・ １～１．５時間の負圧粉塵処理

※「作業中石綿粉塵濃度測定」

・ 養生材撤去・袋詰め（二重梱包）

・ セキュリティーゾーンの解体・撤去

・ 仕上清掃

（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

※「作業後石綿粉塵濃度測定」

・ スカイラウンジ内にて処理

・ 特別管理産業廃棄物

（埋立処分、溶接処理）

石　　綿　　処　　理

養生材撤去・清掃

廃　棄　物　処　理

作　業　場　の　隔　離

墨田区・監督所検査

合　　　格

除　　去　　作　　業

○
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アスベストレベルについて

特 定 建 築 材 料

１ ４ 日 前 ま で の 特 定 粉 じ ん 排 出 等 作 業 実 施 届 出

37
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除去イメージ図 （作業レベル１）
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【ＰＨ パネル撤去時・隔離室養生状況断面図】
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【ＰＨ ﾊﾟﾈﾙ処理ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ平面図】
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【濃度測定平面図】
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【レベル2処理フロー】

・ 各種標識の提示
・ 事前清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

・ 配管の切断

・ 袋詰め（二重梱包）
・ 作業場内清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

・ 仕上清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

・ 特別管理産業廃棄物（埋立処分、または溶接処理）

石　　綿　　処　　理

後片付け・清掃

廃　棄　物　処　理

立入区域の設定

除　　去　　作　　業
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除去イメージ図 （作業レベル２）
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【レベル3処理フロー】

・ 各種標識の提示
・ 事前清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）
・ 開口部を閉鎖し、必要に応じて目張り

・ 散水等による湿潤化
・ 成形板の取り外し（ボード、Ｐタイル）　手ばらしが原則

・ 壊れてた物はプラスチック袋詰め
・ 必要に応じてプラスチックシート等により梱包
・ 作業場内清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）
・ 仕上清掃（ＨＥＰＡフィルタ付き真空掃除機）

・ 処理施設への搬出（シート掛け、産業廃棄物処理）

後片付け・清掃

廃　棄　物　処　理

立入禁止区域の設定

除　　去　　作　　業
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【アスベスト処理工程】

２/１６ ３/１０

レベルⅢ撤去

非飛散性内装材

２/２０ ３/２０

レベルⅡ撤去

非飛散性（設備配管接合部）

３/１５ ４/１６

レベルⅠ撤去

飛散性（ＰＨ、笠木パネル裏面吹付）

４　　月

レベルⅢ

レベルⅡ

レベルⅠ

２　　月 ３　　月
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